
                 ＯＤＪＢ-世界初のジャズレコード発売から１００年          

記念特集号 ニューオリンズとサッチモのジャズへの大きな貢献を考える
             ７月～９月、アテネフランセでは新シリーズ・ジャズ講座も開催

1917 年 4 月、ニューオリンズの白人 5 人からなるオリジナル・デキシーランド“ジャス”バンド（ＯＤＪＢ）のレコードが発売

され大ヒットした。一説には 100 万枚が売れたという。JASS、JASZ、JAZ、JAZZ、、、、、当時色々に呼ばれていた“新音楽”

ジャズ。ニューオリンズの黒人スラムで生まれた新音楽は、このヒットをきっかけに全国、全世界に野火のように燃え広がり、

時代はすっかり“ジャズエイジ”となっていく。

黒人のスラムに始まった新音楽に、白人が洗練された感覚を加え大きなマーケットでのヒットに結びつける。1917 年の

ODJB のヒットから 20 年後には、スウィングの王様、白人ベニー・グッドマンが大スターとなり、1950 年代ロックンロールの

王様、エルビス・プレスリーが登場、このパターンは現代まで繰り返されているのかもしれない。

大天才ルイ・アームストロングが活躍を始めたのは初ジャズレコードの誕生と同じ頃。多くの白人黒人のジャズの巨人た

ちがルイの影響を受け、ジャズは２０世紀を代表する音楽として大きな飛躍を遂げる。ジャズレコード１００年の歴史は、白

人黒人共に大きな役割を果たしながら、ニューオリンズのジャズを、手をたずさえて世界の音楽に育てきた歴史とも言える。

今回はそんな歴史を振り返った臨時発行の記念特集号としました。 （外山喜雄）

ジャズレコード１００年記念特別シリーズ例会 第１回『ラグタイムからＪＡＳＳ誕生まで』
７月１日(土) 午後２時開演 懐かしのお茶の水・アテネフランセ文化センターで開催。

“ジャズのもと”となったラグタイムブームに、ニューオリンズの黒人のスウィング感が加わり、ジャズが誕生するまでをゲストミュー

ジシャン、ゲストトーカーのお話を交えてたどります。 シリーズ例会、皆様のご支援お願いいたします。

第 2 回 ８月５日（土）1 時半開演 「この素晴らしき世界」録音から５０年 サッチモ超レアー映像特集

今年は、サッチモの『この素晴らしき世界』の録音から 50 年。これを記念しサッチモの超レアーな希少映像を特集。 2000 円

ゲスト：ジャズ評論家瀬川昌久さん、ジャズ喫茶イーグル店主後藤雅洋さん、元日本レコード協会会長佐藤修さん

第 3 回 ９月３０日（土） 1 時半開演 「サッチモのジャズ事始め」
サッチモは 1923 年から亡くなるまで 50 年近く世界的レコーディング・アーチストとして活躍。そして没後約 50 年サッチモのレコードは今も

変わらず世界中で愛され続けています。 生演奏でたどるサッチモの軌跡とジャズレコード 100 年への貢献  3000 円
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サッチモと、ＯＤＪＢと

ラグの楽譜の表紙２種



１９１７年２月２６日、ＮＹで録音、７８回転ＳＰ盤裏表２曲をビクターから発売

ＪＡＳＳバンドって何？ 狂ったブラスバンドさ！
「デキシーランドＪＡＳＳバンド・ワンステップ」と「馬小屋のブルース」

ビクターは当時『…話す機械会社』

バンドはニューオリンズ白人５人組

初のジャズレコードと

なったのは、１９１７年２

月２６日にＮＹで録音さ

れ、ビクターから発売さ

れた７８回転ＳＰ盤裏表

２曲の「デキシーランド

“JASS” バンド・ワンステ

ップ」と「馬小屋のブルース」。ビクターの社

名が当時『ビクター・トー

キングマシン・カンパニ

ー＝ビクター話す機械

会社』だったのが、いか

にも時代を感じさせる！

バンドはニューオリンズ

の白人５人組、ニック・ラ

ロッカ（コルネット）、ラリ

ー・シールズ（クラリネッ

ト）、エディー・エドワー

ズ（トロンボーン）、ヘン

リー・ラガス（ピアノ）、ト

ニー・スバーバロ（ドラ

ム）。「デキシー・ジャス

バンド・ワンステップ」で

はトロンボーンのパワフ

ルなグリッサンド、「馬小屋のブルース（リバリ

ー・ステイブル・ブルース）」では、クラリネット

がコケコッコーと鳴き、コルネットが馬のいな

なき、トロンボーンが牛の鳴き声と言った冗

談音楽的要素があふれている。今でもデキ

シーランド・バンドとか、デキシーランド・スタ

イルという言葉が残っているのはこのバンド

の影響だ。

私たちニューオリンズ

での武者修行時代、市

立図書館で閲覧できた

昔の新聞にこの初ジャ

ズレコードの広告を見つ

けた。１９１７年５月１１日

付の新聞に老舗楽器店ワーラインが載せた

宣伝。当時レコードは

楽器屋さんが売って

いたんだ、と妙なこと

に感心した（笑い）。

こんな宣伝文がつい

ている。＜『ＪＡＳＳバン

ドって何？』と聞かれ

たら…「A Brass Band 

Gone Crazy― 狂った

ブラスバンド」…とお

答えしましょう。ダンス

をするならもっともっと

踊りたくなる！バンド

の絵は楽しい音が飛

び出しそう。このバンド

の『整然たる騒音』を

聞いてください。『凶暴な音』が『チャーミング

に』心に突き刺さる！＞

いかにも楽しそう！ アメリカ津々浦々の地

方新聞にこの広告は掲載され、レコードはよ

く売れたに違いない。

ニューオリンズで見つけたタイムズペキュー

ン紙１９１７年５月１１日付けのいかにも楽し

そうなＯＤＪＢの初ジャズレコードの広告



新聞の宣伝コピーには早くも

『スウィングする音楽です』と

また別の新聞の宣伝コピーには、この音

楽は『スウィングする音楽です』と入っていた

のも面白い。２０年後にスウィングという言葉

は知らぬものがいないほど有名になるが、初

レコードからスウィングという言葉が使われて

いたのだ。

この音楽はいったいどこから来たのだ？！１９１０年頃から各地の新聞の話題に

もともとスラム街の教会やジャズ葬式、パレードから生まれた

ボードビルやサーカス巡業で各地に

フレディー・ケパードも旅回り先駆者

ジャズは、もともとスラム街の教会や通りを

ゆくジャズ葬式やパレードから生まれたスウィ

ングする黒人の音楽とし

て誕生した。１９００年頃

にポピュラーーになった

ラグタイムを、初代ジャ

ズ王と伝説に残るバディ

ー・ボールデンがラッパ

で荒々しくスウィングさ

せたのが始まりと言われ

る。新音楽にヒントを得

て白人たちのバンドも生

まれ、１９１０年頃になる

と黒人白人ともバンドが

アメリカ各地に進出。間もなく、それまで聞い

たことものない、聞いているだけで踊りだした

くなる音楽は、アメリカのあちこちで話題にな

っていく。ボールデンにつづく２代目ジャズ

王と言われる黒人コルネット奏者、フレディ

ー・ケパードは、１９１１年オリジナル・クレオ

ール・オーケストラと共にそうした旅回りを始

めた先駆者だ。彼は巡業中、新聞記事がで

ると、当時まだ子供で、後にソプラノサックス

の名手となったシドニー・ベッシェに新聞の

切り抜きを送っていた。

「最近耳にするこの新

音楽、、、この音楽は

いったいどこから来た

のだ！！！？？」が

アメリカ各地で大きな

話題だったのだ。白

人のバンドもジャズを

広め始め、１９１６年に

はステインのデキシ

ー・「ジャス」・バンドが

シカゴで人気となった。

初レコードを出すチャンスに恵まれたＯＤＪＢ

は、このシカゴのバンドが解散後、リーダー

のステインを除くメンバーがＮＹに移り結成さ

れた。

新しい『ＪＡＳＳ感覚』はニューオリンズが生み出した荒けずりな黒人感覚

薄味の『おいしい』メロディーを創り出したＯＤＪＢの功績と限界

マネージメントもスマートなＯＤＪＢ

大きな白人マーケットも持っていた

新しい『ＪＡＳＳ感覚』は、もともとはアメリカ

の中でもニューオリンズだけが生み出したも

の。でも、時として『味の濃すぎる料理』、ダイ

ヤの原石状態だった。白人はその濃すぎる

味を適度に味覚にし、曲作りでも薄味の『お

いしい』メロディーを創り出す能力に優れて

いると思う。マネージメントもスマートだし、桁

違いに大きな白人マーケットをもっていること

フレディー・ケパード（後列左から 2人目）が入

ったオリジナル・クレオール・オーケストラ



も白人は有利だ。そして人種差別、、、ＯＤＪ

Ｂの新聞広告には白人バンドの画が掲載さ

れた。当時黒人バンドの画が掲載されること

はまずありえないことだし、大ヒットすることな

どとても不可能だったことだろう。

ＯＤＪＢが当時吹き込んだ曲を並べると、そ

の後のデキシーランド・ジ

ャズの名曲となり、残った

曲が多いのに驚く。タイガ

ーラグ、デキシーランド・ワ

ンステップ、クラリネット・マ

ーマレード、フィジティー・

フィート、アット・ザ・ジャズ

バンド・ボール、スケルト

ン・ジャングル、オストリッ

チ・ウォーク、インディアナ

等々。インディアナを除き

すべてがリーダーでコル

ネット奏者、ニック・ラロッカ

の書いた曲だ。ベニー・グ

ッドマンや白人の伝説的コ

ルネット奏者ビックス・バイ

ダーベック、その他初期の

ジャズスター達はこのバン

ドのレコードに大きく影響を受け、彼等白人

ジャズのスタイルはＯＤＪＢのジャズをスマート

に自由にした感がある。ＯＤＪＢの演奏を残念

ながらジャズと呼ぶかは微妙なところだ。各コ

ーラスは毎回譜面に書いたような同じフレー

ズが各楽器とも繰り返され、ジャズのスウィン

グ感も少々違和感があるが、確かにジャズの

走りとして、それまでのどの音楽にもない魅

力にもあふれている。難しいところだ。

「彼らの曲」は名曲として残ったが…

「ジャズ演奏者」としては忘れ去られた

結果だが、『彼らの曲』は名曲として残った

が『ジャズ演奏者』としては１９２０年代半ばに

は忘れ去られ、メンバーの一人として後のジ

ャズシーンで活躍することはなかった。彼ら

の音楽は大ヒット後、５年ですでに時代遅れ

となっていったが、ジャズとは別の意味でＯＤ

ＪＢの演奏の見事さ

は、目を見張る素晴

らしいものがある。各

演奏者の楽器のマス

ター度、曲作りの見

事さ、商業的にヒット

する要素等々、白人

の洗練された感覚が

１００年の時を経ても

７８回転のレコードの

溝から伝わってきて

感心する。こうした要

素は、その後２０年

代、３０年代、４０年

代の優雅な白人ジャ

ズにも共通した特徴

だ。白人の手によっ

て黒人音楽が素敵

な商品となり、厳密にはジャズではなかった

にせよ、彼らのヒットがＪＡＳＳブームを引き起

こし、後のジャズの大きな発展に大貢献をし

たことは間違いのない事実だと思う。

黒いものに魅かれる白い社会アメリカ

ジャズに夢中になったグッドマン少年

スウィング感は現代までジャズの楽しさのもと

だし、１９２０年代、３０年代、４０年代の黄金

時代、ジャズはダンスと結びついて大ヒットし

た。１９２０年代の伝説の白人コルネット奏者

ビックス・バイダーベックや後に大スターとな

るベニー・グッドマンは少年時代ＯＤＪＢのレ

ダンスをするならもっともっと踊りたくなる！

バンドの絵は楽しい音が飛び出しそう



コードとあわせて吹いてジャズを覚えた。映

画ベニー・グッドマン物語（写

真右）にも、ベニーがこのバン

ドのジャズに夢中になり先生

に怒られる場面が出てきたの

を想い出す。当時ＪＡＳＳは低

俗かつ悪魔的、売春宿の音

楽として目の敵にもされた。そ

うした『毒の魅力』のある新音楽はかえって魅

力いっぱいで瞬く間に世界中に広まったの

かもしれない。

厳しい人種差別があったというのに、時代

を問わず白人社会が黒人的なものに魅かれ

る傾向があったことは興味深い。１８５０年頃、

南部の黒人のメロディーを取り入れたフォス

ターメロディーの流行にもその走りがあるの

かもしれない。１９２０年代の中ごろにはセレ

ブな白人階級が「スラミン

グと称して」スラム街の黒

人酒場に出入りし、黒人

の音楽、黒人のセンスを

まねることが『ヒップ』で先

端であるという価値観も

生まれている。１９００年代

のラグタイム、１０年代のブルース、２０年代の

ジャズ、３０年代のスウィング、５０年代のロッ

クンロール、そして現代の日本語でラップを

やる若者にまで,１００年以上たった今も“黒

人的なもの”が“ヒップ”なトレンドとして変わら

ず生きているという事かもしれない。

東京ディズニーランドに流れるラグタイム、１９００年頃のアメリカがモデル

大ヒットとなったスコット・ジョプリンの「メイプルリーフ・ラグ」

７月１日にアテネ・フランセ開

催の第６１回例会では、ラグタ

イムからＪＡＳＳ誕生までの時

代がテーマ。ニューオリンズの

先駆者たちの手によって、ジ

ャズのスウィングが生まれた背

景に思いを寄せます。

例会で演奏される古色豊か

なラグタイムは、この上なく牧

歌的な音楽だ！ 東京ディズ

ニーランドの目抜き通り、ワー

ルドバザールでは一日中この

音楽が鳴っている。ランドは１

９００年頃のアメリカがモデル

なのだ。ジャズ誕生当時のニ

ューオリンズを想像するには、東京ディズニ

ーランドを頭に描きその一角に強烈なビート

を持ったアフリカ色の強い黒人た

ちが住んでいる、と考えれば良

い。

ニューオリンズにジャズが生ま

れたのは１９００年頃。その頃全米

を魅了していた音楽のブームがあ

った。ラグタイム・ブームだ。フォス

ターの曲に聞かれるような南部の

プランテーションの黒人的メロディ

ーに強いシンコペーションを加え

たピアノスタイル。リズム(タイム)が

RAGGED－ボロボロの音楽と言う

意味でラグタイムと呼ばれた。よく

昔の西部劇で酒場のピアニストが

場末感たっぷり演奏していた。あ

のスタイルの延長がラグタイム。大ヒットとなっ

たのはテキサス州出身の黒人ピアニスト、ス



コット・ジョプリンの「メイプルリーフ・ラグ」（前

頁写真下中央の２枚）。１８９９年に譜面が発売

され、当時酒場に普及していた自動ピアノも

ヒットに大きく貢献した。もともとピアノ音楽だ

ったラグタイムだが、バンド用のアレンジも普

及して、１９１１年にはアービング・バーリンの

アレキサンダーズ・ラグタイム・バンドという曲

が生まれるほど全米に流行した。

黒人的なメロディーの流行としては１９１０

年代、Ｗ.Ｃ.ハンデ

ィーが南部黒人の

間でうたわれたブ

ルースを集め出版

し大ヒット、ブルー

ス・ブームが誕生し

ている。

ラグタイムのリズ

ムは、シンコペーシ

ョンが多く『ジャズ

の素』と言う事はで

きるかもしれないが、

ジャズかと問われる

とノーである。ラグタイムのジャズに変わる決

定的な影響を与えたのがジェリーロール・モ

ートン等のニューオリンズの先駆者たちだ。

新しく加わったのはスウィングする感覚だ。そ

の感覚をモートンはバディー・ボールデンが

始めたと言っている。

ラグタイムにスウィング加味させた

初代ジャズ王バディー・ボールデン

初代ジャズ王、ニューオリンズで初めてジ

ャズを吹いたと伝説的に語られるのが、コル

ネット奏者バディー・ボールデン（写真右上）。

１８７７生まれ！ １９００年頃頭角を現し、当

時流行りのラグタイムをアフリカ的感覚でスウ

ィングさせ、ニューオリンズ一の伝説的人気

者になった。

譜面が読めず、隣の公園で演奏するラグ

タイムバンドの曲を聞き覚えで強烈なリズム

で演奏し人気を拍したのだ。聞き覚えで間違

って覚えてしまうので、メロディーが変化して

いく。でも、持ち前の音感の良さで和音から

は外れない。ちょっとメロディーを変えること

を、フェイク（ごまかし）と言うが、ジャズのアド

リブはこんなところから始まったのだ。

ニューオリンズの貴

重なジャズ資料を集

めているチュレーン

大学のジャズ資料

室には、その当時の

膨大な資料が残っ

ていた。ボールデン

が聞いて真似をした

という‘隣の公園’で

演奏していたバンド、

ジョン・ロビショー楽

団が使っていた譜

面。クラリネットのソロ

が有名なジャズの代表曲

ハイ・ソサイティーは、マ

ーチのピッコロパートをク

ラで演奏してすっかり有

名になったとの逸話があ

る。ロビショーの譜面に、

１９０１年の編曲をピッコロに手書きで書きう

つした譜面が残っていた！！ １９６８年、ニ

ューオリンズの武者修行時代にこの譜面に

興味を持ち、特別に許可をもらってかなりの

コピーをさせてもらった。バイオリンも入った７，

８人編成、１９００年当時ピアノ譜と同時に発

売されたバンド用の編曲を、７月１日の例会

で再現する。（１１面に関連記事）

バディー・ボールデン（後列右から２番目）のバンド＝

１９０５年頃（ギタリストとベーシストは左利きで、

よく裏焼の写真と間違われる）



川上アップタウンと川下ダウンタウン

アフリカの血が濃い黒人とクレオール

ニューオリンズには奴隷解放以前から、農

園主との混血で自由な身分を獲得したクレ

オールと呼ばれる黒人たちが多かった。彼ら

はミシシッピー河に沿ってできた街ニューオ

リンズの川下側ダウンタウンに住み、ダウンタ

ウン・クレオールと呼ばれる。肌の色が薄く、

社会的地位も高く独特の混血文化を創り出

していた上流黒人だ。音楽が得意で譜面も

読 め た ク

レオール

は ラ グ タ

イ ム や マ

ーチを優

雅に演奏

し て い

た。

一 方 、

川上側ア

ップタウン

に は 、 ア

フリカの血が濃くて肌の色も真っ黒な人々が

住み、強烈なスウィング感を持ったアフリカ的

な音楽とリズムがアップタウンにはあふれて

いた。もちろん譜面は読めない。強烈なリズ

ムと鋭い音感に満ちた人々。今でもこのアフ

リカの強烈なリズム溢れる光景は、ジャズ祭

やジャズ葬式のパレードで目にすることが出

来る！

フランス人やスペイン人の血をひき優雅な

地位にあったクレオールには、奴隷解放後、

逆に“白”ではなく“黒”と言う色分けをされ、

アフリカ色の濃い黒人と同じ扱いをされてい

った。こうしてニューオリンズの黒人の間にあ

った２つのクラスが壊れ、ニューオリンズだけ

にしかない、独特のジャズ感覚が形作られる

ことになった。ラグタイム、行進曲、流行り歌

等様々な音楽に、アフリカ的なスウィング感と

ブルーな音感覚がブルースやゴスペルの要

素となって入り込んだ。こうして生まれたのが、

１９００年頃にジャズ王キング・ボールデンと

呼ばれるまでになったバディー・ボールデン

だ。強烈なプレイが有名で１９０６年頃まで活

躍したが、精神に異常をきたし引退、１９３１

年精神病院で亡くなった。ボールデンが演

奏したと伝え

ら れ る 曲 が

何曲かある。

当 時流 行っ

ていたラグタ

イ ム 、 セ ント

ルイス・ティッ

クルのメロデ

ィーを聞き覚

え で 演 奏 し

た曲は、ファ

ンキーバット

（お尻がくさい）と言う名で子供たちまでが口

ずさんだほど有名となり、後の世に語り継が

れた。ボールデンが演奏したファンキーバッ

ト・ホールのすぐ裏に住んでいたルイ・アーム

ストロングは、ボールデンのバンドをよく聴い

ていたという。５，６歳だったが、音楽がわか

るませた耳をしていたルイは「ちょっと荒っぽ

い演奏だった。キング・オリバーやバンク・ジ

ョンソンの方が自分は影響を受けた」と想い

出を語っている。ボールデンが始めたジャズ

感覚やスウィング感は、ニューオリンズのパイ

オニア達の血を通じて確実にルイに伝わっ

ている。

ジョン・ロビショー・オーケストラ （これらのクレオール・ミュージシャン達が

ラグタイムを演奏していた。このバンドの譜面を例会で再現。



バディー・ボールデン、パパ・ジョン・ジョセフ、キッド・トーマス、キング・ケパード、

キッド・オリー… ニューオリンズが生んだジャズ先駆者たち

ボールデン家は現在もアップタウンに

数軒先にはパパ・ジョンの床屋さんも

バディー・ボールデンの家は現在もニュー

オリンズのアップタウンに残っている。床屋さ

んだったとか、ゴシップ新聞とかを出していた

等伝説が多いが、

事実は違うようだ。

１ ９ ６ ３ 年 ジ ョ ー

ジ・ルイス楽団が

来日、ニューオリ

ンズ生粋の音楽

の初来日に日本

のジャズファンは

大きな衝撃をうけ

た。来日したベー

ス奏者、パパ・ジ

ョン・ジョセフ（写

真右下）は当時８８歳。１８７７年生まれでボー

ルデンと同い年！！

正にジャズ伝説が来

日したわけだが、パ

パ・ジョンの家はボー

ルデンの家から数件

先の角にあり床屋さ

んをやっていた。こ

んなことから、ボール

デンが床屋と言う伝

説が生まれたのかも

しれない。

ボールデンのラッパは何しろニューオリン

ズでは大変な人気で、そのスウィング感は荒

削りで未完成だったが、街中が夢中になった

という。音の大きさは伝説的で、演奏がミシシ

ッピー河を超えて対岸にも聞こえてきたとい

う。

ジャズ修業時代の私たちもしびれた！

ボールデンの再来！？キッド・トーマス

私達がニューオリンズに暮らした頃、楽譜

が読めない、また字も書けない、しかし素晴

らしい強烈な

ス ウ ィ ン グ 感

を 持 っ た ト ラ

ンぺッターが

いて、毎晩そ

の演奏にしび

れたものだ。

荒削りで未完

成、、、と言っ

た と こ ろ も ボ

ールデンの再

来だったので

は、、、と思う。

１９６５年にジョージ・ルイスと来日したこともあ

るキッド・ト

ー マ ス

だ。

１ ９ ６ ８ 年

から７３年

まで、プリ

ザ ベ ー シ

ョン・ホー

ル に は 、

サ ッ チ モ

より年上の

プ レ イ ヤ

ー が 何 人

も毎晩出演していた。トーマス（１８９６年生ま

れ）、ジム・ロビンソン（１８９２年同）、パンチ・

２３０９ファースト・ストリートにボールデンの家は現存している

（２０００年、同家の前でジャズツアーと記念撮影）

バディー・ボールデンを思わせ

るプレイのキッド・トーマス（右

後ろは外山恵子＝プリザベー

ション・ホールで）



ミラー（１８９４年

同）、エディー・

ドーソン（１８８４

年同）。こうした

ジャズのパイオ

ニアたちの演奏

に毎晩、５年間

触れた経験か

ら、ボールデン

からフレディー・

ケパード、キン

グ・オリバー、そ

してルイ・アー

ムストロングによって完成されたジャズのスウ

ィング感の系譜を、同じくニューオリンズで触

れたアフリカ的なビートと感覚と共に、ジャズ

１００年の歴史の中に感じている。スウィング

しなけりゃ意味が無い、、、、とエリントンは言

ったが、やはりニューオリンズに初めて生ま

れたスウィング感が、世界を虜にした、、、そ

うした事実を実感として感じている。

初ジャズレコード録音の機会を断った

２代目黒人ジャズ王、キング・ケパード

初ジャズレコード誕生の栄誉は白人バンド

ＯＤＪＢのものとなったが、その前にレコードを

出す話を持ちかけられ、

断ってしまった黒人がい

た話は有名だ。キング・

ケパードその人。１９００

年頃、ニューオリンズで

初めてジャズを吹いて人

気者となり、王様、キン

グ・ボールデンと呼ばれ

た伝説のラッパ吹きバデ

ィー・ボールデンが１９０７年に発狂し精神病

院に引退した後、２代目の王様と呼ばれたキ

ング・ケパードこと、フレディー・ケパードにチ

ャンスがあった。ＯＤＪＢの前にレコーディング

を持ち掛けられたケパードは、「レコードなん

て作ったら、オレのスタイルを盗まれてしまう」

と断り、栄光のチャンスを逃してしまったとい

う。ケパードは、ラッパの指使いが分らないよ

うに指をハンカチでかくして演奏したという逸

話が残っているほど懐疑心が強かったとも言

われる。最近分かった事実として、ＯＤＪＢが

ＮＹで録音をした一週間後の１９１７年３月、

ケパードの入ったバンドがＮＹのレストランに

出演する新聞広告が発見されているところか

ら、ケパードにも録音の話があったというのは、

かなり信憑性のある話だ。  

ラグタイムをジャズにしてレコードに

キッド・オリーらボールデンと同世代

１８８５年に生まれたキッド・オリーは、ボー

ルデンと年

齢的に８歳

しか違わな

い。キッド・

オリーのよ

うな初期の

ニューオリ

ンズジャズ

バ ン ド は 、

ラグタイムをジャズにした演奏を沢山残して

いる。１９１０年代にオリーが書いたと言われ

１９１７年３月、ＯＤＪＢ録音と同じ週、ニューヨ

ークに主演したキング・ケパーのド広告

ボールデンの床屋伝説

を裏付けるような近所の

パパ・ジョンの床屋さん

１９０５年のキッド・オリー（左から２人目｝のバンド



る、オリーズ・クレオール・トロンボーンも、ラグ

タイムの形式を良く残した名曲だ。キッド・オ

リー楽団のトランぺッター、マット・キャリー（１

８９１年生まれ）の演奏には、バディー・ボー

ルデンを偲ばせるようなサウンドがある。また

マットのスタイルは、ＯＤＪＢのリーダー、コル

ネット奏者ニック・ラロッカにも非常に似たとこ

ろがある。ラロッカが影響を受けていることが

想像される。

「私達が演奏する音楽は、昔ラグタイムと

呼ばれていたんです」とサッチモは自著伝で

書いている。ジョージ・ルイスも１９５０年代、

彼のバンド名をジョージ・ルイス・ラグタイム・

バンドと呼んでいた。

バディー・ボールデンとともに始まったジャ

ズ化したラグタイムの伝統は、サッチモを通じ

て、その後のジャズに大きな影響を与えてい

るのだ。

ジャズがレコーディングされて１００年…に寄せて

宮沢賢治にも詩「岩手軽便鉄道 ７月ジャズ」
       ━━特別寄稿：ジャズミーブルース ノラ 佐々木孝夫さん

当時のジャズの面影を伝える

ルイやビリー・ホリディの映画

蓄音器がエジソンによって発明されたの

が１８７７年。エジソンの依頼によって１８８９年

にブラームス自身のピアノ演奏が史上初め

て録音されている。ジャズの分野で初めてレ

コーディングされたのが、今から１００年前の

１９１７年の事である。それも黒人のジャズで

はなく、ニューオリンズで結成された白人の

ディキシーランドジャズの

バンド、オリジナル・ディキ

シーランド・ジャズ・バンド

である。

当時のジャズの状況に

ついて、ルイ・アームストロ

ングやビリー・ホリディが主

演している１９４７年の映

画「ニューオリンズ」（写真

右）によく描かれている。

舞台は１９１７年のニューオリンズ。ルイ・ア

ームストロングのバンドは、船着き場や酒場

では人気があったが、白人の上流階級にと

っては下品な音楽として蔑まれていた。クラ

シック歌手を目指していた上流階級の娘が

ニューオリンズに帰省した。そこでメイド（ビリ

ー・ホリディ）が口ずさむ歌を聞いて感動し、

ルイが演奏している店に連れて行ってもらう

というシーンがある。この時代、ジャズは白人

層にはまだ受け入れられていなかった。また、

１９１４年に始まった第１次世界大戦に米国も

参戦し、ニューオリンズが軍港となり、ストリー

ヴィルに代表される

歓楽街（売春宿）が、

兵隊に性病などが

蔓延することを防止

する目的で閉鎖され、

そこで働く人々、演

奏していたバンドメ

ンが失業し、街を出

てゆくというシーンも

描かれている。カンザスシティやシカゴへと

向かったのだ。事実、この時代ルイ・アームス

トロングもシカゴへと活動の場を移している。



当時はジャズ以外の音楽録音も多数

「遥かなティペラリー」は大ヒットした
また、こんな点にも注目したい。「ジャズ」と

してのレコーディングは１９１７年が初というこ

とになっているが、「ジャズ」以外の音楽の録

音は多数行われていた。１９１４年ごろから大

ヒットしたマーチ風の曲「It's A Long Way to 

Tipperary」（遥かなティペラリー）は、第１次

世界大戦のさなか大ヒットしたが、日本でも１

９１７年に浅草オペラ「女軍出征」で使用され

「チッペラリー」として知られるようになった。

宮沢賢治の童話「フランドン農学校の豚」

でもこの曲の名前が出てくる。賢治は農学校

の教諭時代に学生たちにこの歌を英語で歌

わせていた記録もある。日本にもさまざまな

欧米の音楽がＳＰ盤として入っていたというこ

とである。

日本では「私の青空」「アラビアの唄」

ヒット以来、洋楽カヴァー曲をジャズ！

日本製のＳＰ盤は、１９１３年に両面録音の

ものが登場するが、一方で輸入盤は関東大

震災からの財政建直しの目的で高い関税が

かけられ高嶺の花となった。しかし、１９２４年

以降、欧米と提携して国内生産を行う方式を

とることによって、欧米の音楽が普及しはじめ

た。

１９２０年代になってから、米国ではジャズも

一般市民にも受け入れられるようになり、たく

さんレコーディングされているが、日本で「ジ

ャズ」という言葉が一般的に使われるようにな

ったのは、１９２８年の二村定一「私の青空」

「アラビアの唄」がヒットしたことを受けて、洋

楽のカヴァー曲を総じて「ジャズ」と呼ぶよう

になったことが始まりだそうだ。ちなみに宮沢

賢治の詩「岩手軽便鉄道 ７月ジャズ」が詠ま

れたのは１９２５年、「ジャズ 夏のはなしで

す」が１９２６年の事です。賢治は早くからジャ

ズという言葉を知っていたのだ。

天才コルネット奏者ビックス・バイダーベック

（１９０３－１９３１）の２８歳の半生を描いた１９

９０年の伝記映画「ジャズ・ミー・ブルース」の

舞台は１９２０年代。ビックスは１５歳の時にオ

リジナル・ディキシーランド・ジャズ・バンドを

聞き魅せられコルネットをはじめ、シカゴに進

出してきたニューオリンズ・ジャズに傾倒、ジ

ャズ界に身を投じるようになる。青春を共にし

たホーギー・カーマイケルや２４年に行われ

たレコーディング・シーンなども描かれている。

ちなみに宮沢賢治が生きた時代は１８９６年‐

１９３３年。３７歳で死去。ビックスは、賢治より

７年遅く生まれ、２年早く死んだことになる。

次号から連載予定

ニューオリンズにジャズの伝説を訪ねて

『ジャズ誕生時代の“化石”』があちこちに

私たちは昔読んだジャズの歴史の本に出て

きた初代ジャズ王、バディー・ボールデンの話

やジャズメンの想い出話で語られるニューオリ

ンズの街に夢中になった。私たちがニューオリ

ンズに武者修行に行ったのは、そんなジャズ誕

生当時の神話のようなお話に大きな憧れがあ

ったこともある。ジャズレコード１００年を記念し、

次号から、私たちがジャズの故郷に住んだ５年

間に“発掘”したジャズ史の“化石”をご紹介し

たいと思っている。   （外山喜雄・恵子）

混血クレオールの楽団としてニューオリンズ

で一番有名だったジョン・ロビショー(１８６６～１

９３９)の楽団が残した貴重なバンドの譜面がチ

ュレーン大学に残っている。

クラリネットのソロが有名なジャズの代表曲ハ

イ・ソサイティーは、マーチのピッコロパートをク

ラで演奏してすっかり有名になったとの逸話が

ある。ロビショーの

譜面に、１９０１年

の編曲をピッコロ

に手書きで書きう

つした譜面が残っ

ていた！（写真） 7

月 1 日の例会で再

現演奏する。



ジャズジャパン２０１５年度復刻・発掘部門賞アルバム・オブ・ザ・イヤー受賞

定年後に買い始めたＳＰ盤は１９００枚！これらをもとに復刻盤ＣＤ    
───SＰレコード・コレクター、山本俊兵さん（会員）インタビュー

１９９８年以来日本ルイ・アームストロング協会会員として会を支えて下さっている山本俊兵さんは、ルイ・アームストロ

ング他ジャズ黄金時代のＳＰ盤レコードのコレクター。ＳＰ盤からの復刻盤ＣＤで世界的なカタログを誇るオーディオパー

ク（寺田繁社長）が企画、ジャズジャパンの２０１５年度復刻・発掘部門賞アルバム・オブ・ザ・イヤーをとったサッチモの

シリーズ他に数多くの貴重な Okeh レコード等の原版を提供された。山本さんを東大和市のご自宅にお尋ねし、ＳＰレコ

ード収集に寄せ熱い想いを伺った。 (外山喜雄、恵子)

布団をかぶり聴いたラジオから流れるジャズ

「11，2 歳のころやったねえ」と関西弁でお話

「わしが最初にジャ

ズに興味を持ったの

はラジオから聞こえて

くるジャズで、昭和１０

年生まれやから、１１，

２歳の時やね」、、、、

と強い関西弁でお話

して下さった。早くに

ご両親をなくされ、育

ててもらった方への

遠慮から、当時の大

きなラジオをジャズの

音が漏れないように

布団をかぶり聴いたと

いう。

１８歳の時、大阪松竹座でルイ・アームストロングの公

演があった時はうれしかった。当時入場券８００円、、、

ちょっと色っぽい体験は５００円だったから結構な金額と

笑う。「ドラムが乗る台の上にハンカチが仰山おいてあっ

て…」と山本さん。その山が小さくなりなくなった頃コン

サートも終わりだったそうだ。「コンサートはピッタリ５７

分、、、わしゃ変わった性格で時計見て計ってたからわ

かるんや！」。トロンボーンのトラミー・ヤングが足でスラ

イドを動かして吹いていたのを覚えている。きっとタイガ

ー・ラグだろう。それはそれは楽しい時間を過ごした。

以来１９５７年頃からは当時の初任給７５００円で３枚し

か買えなかったような輸入盤ＬＰを買い始めた。最初に

買ったレコードはルイの有名なセントルイス・ブルースが

入っていたＷ.Ｃ.ハンディー・アルバム。キッド・オリーも

買って、良く聴いていた。大阪の“みやこレコード”でＬＰ

を買い、高価なので買う前に視聴室で視聴が出来たと

言う。「シュワン」と言う当時の洋盤レコードカタログを見

ていろいろ手に入れるようにもなった。

その頃の武勇伝。神戸のラジオ関西の末広光男さん

が、番組の中でブルースの父、Ｗ.Ｃ.ハンディーが１９５

３年に自身のボーカル、ＴＰ、ギター等で録音したＬＰ

（ヘリテイジ盤 Blues Revisited）をかけて、この盤は大阪

で私しか持っていないと自慢げに語られたのにカチンと

来て、探し回って手に入れ、「これでしょう」とご本人に電

話を入れた。いかにも頑固一徹、山本さんらしい逸話

だ。

２５歳で東京へ南里文雄さんも聴きに行った

仲間たちからのＳＰアルバムがきっかけで…

大阪の生まれだが、２５歳から東京勤務がほとんど、

でも、一生関西弁はこれが俺や！と変えることはなかっ

た。東京ではラ

イブも良く聴きに

行って浜口庫之

助とアフロクバー

ナ、南里文雄さ

んも好きだった。

電気関係のお仕

事でイラクに２年

行かれて、この

時は、さすがジ

ャズはなかったと

いう。

ＳＰレコードを

集めるようになっ

たのは１９９６年

が最初。その年、

定年退職になり

職場の部下だっ

た 矢 澤 裕 さ ん

（元ＷＪＦ会員）が

仲間３人で、ジャ

ズ好きの山本さ

んにＳＰレコード

素敵なアルバムの表紙デザインも丁

寧にクリアファイルに保存されている

最初にプレゼントされた、ビクター・

ホット・ジャズ・シリーズのルイ・アー

ムストロング手にする山本さん



のアルバムをプレゼントしてくれたのがきっかけ。１

９４０年にビクターから出たホット・ジャズ・シリーズｖ

ｏｌ.１ ルイ・アームストロング。ＳＰ盤４枚のセット・ア

ルバムだった。当時まだＳＰレコードを集める趣味

はなく、「こんなもん貰うても、かけるもんあれへん

やないか」と言ったら、他の部下の方がＳＰプレー

ヤーもプレゼントしてくれた。

アバキアン氏担当のアルバム１８種も所蔵

ジャケット写真入りＴシャツまで作って贈呈

これがきっかけで収集が始まり、最初にご自身で

買ったのがコロムビアのホット・ジャズ・クラシック・シ

リーズの「ホット・トランペット」。コロムビアの大プロ

デューサー、ジョージ・アバキアン氏がまだエール

大学の学生だった頃、コロムビアで作ったＳＰアル

バム・シリーズだ。ＳＰを何枚かのセットにしてアル

バムにするのはクラシックにはあったが、ジャズ界

ではアバキアン氏がデッカに提案して発売された「シカ

ゴ・ジャズ」が最初。その後コロムビアに移り、ホット・ジャ

ズ・クラシ

ッ ク ス の

シ リ ー ズ

等で数々

の名盤を

担当、後

のジ ャズ

の Ｌ Ｐ へ

の移り変

わ り で も

大きな役割を果たした。

山本さんの一番好きなＳＰを訪ねると、

アバキアン氏が担当したルイ・アームスト

ロング・ホット５の中の「キング・オブ・ズー

ルー」。山本さんのアバキアン氏への敬

意は大変なもので、現在１８種のＳＰアル

バムを所蔵、１０年ほど前には表紙のデ

ザインをプリントしたＴシャツまで作ってし

まった！ ニューオリンズのサッチモサマ

ーフェストで、アバキアン氏に何度もお会

いする機会があり、山本さん作成のＴシャ

ツを贈呈したら大変喜んでくださった。一

枚には氏のサインをいただき、今も山本さんのご自宅に

飾られている。

ＳＰレコード・アルバムの良さは、音楽はもちろん、音

質もＳＰならではの味わいのある音、そして表紙デザイ

ンの素晴らしさだという。１

０インチ盤片面約３分、１２

インチ盤片面５分のＳＰレ

コードは、ＬＰだと片面１５

分か２０分、ＣＤだと６０分

以上もあるのに比べかけ

替えが頻繁で大変。でも、

山本さんはそれが楽しくて

仕方がない。定年から２１

年、大変高価なアルバム

だが集めてしまった数は、

アルバムが２５７、単品のＳ

Ｐが５００、合わせてＳＰ盤

にすると１９００枚ほどにな

る。山本さんにとっては可

愛い孫か恋人のように壊

れやすいＳＰレコードに接している。今まで割ってしまっ

たレコードはゼロ。「縁があって家に来たんやから、家で

はお前を殺したり、傷つけたりせえへんで、、、」と言う気

持ち。

１９００枚のレコードすべてを３年に１度は聴く

「わしのところへ縁あって来たんやからなあ」

１９００枚のレコードは３年に一遍くらいは全部針を通

すという。「わしのところへ縁があってきたんやから全部

聴く。３週間ほどかかるけどな、ここに座って一人で聴く

のはええでえ！！」。正に恋人。しかも、１９００回立った

り座ったり、、、健康にもしてくれる「恋人」である。レコー

ドの整理は分厚いファイル１３冊にファイリングされ、ど

のレコードも１分もかからず見つけるこ

とが出来る。

もちろん収集家としては、もっと桁違

いの方がおられるが、山本さんの愛情

には素晴らしいものがある。そんな山

本さんの気持ちが通じたのか、オーデ

ィオパークの寺田繁さんが２００２年ア

ーリージャズをＳＰレコードからの復刻

盤で出す活動を開始した際、寺田繁さ

ん、出口一也さん、柳澤安信さん、瀬

谷徹さんのような年季の入った収集家

と並んで盤を提供、山本さんもＳＰ盤５

人集として名前が並ぶようになった。

オーディオパーク復刻盤シリーズに多数採用

７月１日の例会では１９７１年当時の音を再現

同社が世界的復刻技術でＳＰ原盤をＣＤ化する画期

的なシリーズを開始して１５年、現在までに９６枚が発売

アバキアンさんにはこのＴシャツをプレゼント、

大喜びでサインまでしていただいた

すでにデッカ、コロムビアでシリーズを

手掛けていた学生時代のアバキアン

さん

写真左のように家中の収納ケース

に並ぶ貴重なジャズアルバム。１枚

物の Okeh 等貴重な原盤も多数



されている。１９２０年代を中心とする

ルイ・アームストロング黄金時代シリ

ーズでは、良い状態の盤が多い山

本さんのレコードが多く使われてい

る。特に、第２集は９割がたが山本さ

んの素材、山本さんにとっては夢の

ような「恋人たち」のデビューだ。現

在も東京で４か所くらいあるＳＰレコ

ードの手に入る店を廻ってコレクショ

ンは増え続けている。週１，２日は愛

好家の主催する会でＳＰを聴いたり、

ライブへ行ったり、レコード店を廻って「恋人」探し。私た

ち外山喜雄とデキシーセインツのライブやコンサートに

もお出で下さって、浅草ハブへ

はほとんど毎回、最多ご来場第

１位だ。まず東大和から２時間

かけて座間のコレクター大西正

則さん(ＷＪＦ会員)宅でレコード

談義、その後また２時間かけて

浅草へ、そして夜、西武新宿線

の終電で東大和へお帰りにな

る！ 山本さん、いつまでもお

元気でコレクションを続けてくだ

さい！！

オーディオパークＳＰ復刻盤シリーズ
ルイ・アームストロング第１集 ２０１５年発売

（ジャズジャパン ２０１５年アルバム・オブ・ザ・イヤー受賞）

・ ルイ・アームストロング デビューから人気者へ １９２３～１９３６

・ ルイ・アームストロング ホット・ファイブとセブン １９２５～１９２８

・ ルイ・アームストロング スタンダード・ナンバーを唄う １９２９～１９３９

・ ルイ・アームストロング デッカ・オーケストラ・セッションズ １９３６～１９４７

ルイ・アームストロング第２集 ２０１６年発売
・ ルイ・アームストロング スタンダード・ナンバーを唄う第２集 １９２９～１９３８

・ ルイ・アームストロング ホット・ファイブとセブン第２集 １９２５～１９２７

・ ルイ・アームストロング ホット・ファイブとセブン第３集 １９２７～１９２８

・ ルイ・アームストロング オーケー、ビクター・オーケストラ・セッションズ

１９２９～１９３３

な,なんだ、このどでかいラッパは！？

寺田さん秘蔵の超レアな巨大蓄音機
これで１９１７年当時のサウンドを再現！

７月１日の例会でこれを見逃したら、もう２

度とこんな機会にお目にかかれません。

７月１日、アテネ・フランセの

例会では、山本俊兵さん、佐藤

修さん（次ページに「三田評

論」寄稿文）にＯＤＪＢのＳＰ盤を

お持ちいただき、寺田繁さんご

提供のこのなんとも素晴らしい

巨大蓄音機で１９１７年当時の

音を聴くコーナーもあります。

乞うご期待！

浅草ハブで貴重なルイ・アームストロング・ホット 5

の Okeh 盤を手に山本さん（左）と私、外山喜雄

オーディオパークＳＰ復刻盤シリ

ーズには、このほかアーリー・ホワ

イト・ジャズ、アーリー・ブラック・ジ

ャズその他９６種ものＣＤが出され

ているほか、日本のプレーヤーも

含む幅広いジャンルのＣＤを発売

している。是非オーディオパークホ

ームページを訪問してください。     

http://www.audiopark.gr.jp/

ＣＤ情報等、オーディオパーク

へのお問い合わせはこちらへ。

オーディオ パーク 寺田繁さん

email： audio@audiopark.gr.jp

住所：１５８－００８１

東京都世田谷区深沢４－３４－１８

ＴＥＬ＆FAX：０３－３７０４－９１１０

写真は、オーディオパーク寺田さん

と７月１日、例会デビューするラッパ

型巨大蓄音機。イギリス製ＥＭＧ、１

９３２年頃の制作。手にしているの

はＯＤＪＢ。これもレアな原盤

アルバム・オブ・ザ・イ

ヤー賞



私のルイ・アームストロング観

佐藤修  （元日本レコード協会会長、日本ジャズ音楽協会理事長）

私は昭和十七年生まれなので、小学生時代のレコード

といえば落とすと割れるＳ・Ｐでした。

父はクラシックが奸きで根太（ねだ）が外れる程Ｓ・Ｐを集

めていて、母はラテン音楽が好みだったので家庭では音

楽と言えば洋楽で、歌謡曲の匂いは全くありませんでし

た。

中学に入ってポピュラー音楽に関心を持ち始めましたが

時代の気分の中でジャズに興味を持ちまし

た。そんな中でルイ・アームストロングに強い

魅力を感じました。彼は一九〇一年ニュー・

オルリンズ生まれです。ジャズは一九〇〇

年代初頭にニュー・オルリンズに誕生しまし

た。ルイがいなくてもジャズは発生したと思

いますが、彼のトランペット、ボーカルのテク

ニックは勿論のこと、それにも増して、彼が

持つポピュラリティーに満ちた感性、キャラク

ターの存在がなければジャズがアメリカのみ

ならず世界のポピュラーな音楽にはならなかったと思いま

す。彼は一九二二年にシカゴへ。二四年にニューヨーク

に行きました。これにより彼が白人に受け入れられ、ジャズ

がポピュラー音楽としての広がりを持ったのです。もし彼が

Ｎ・Ｏに留まっていたらジャズは黒人による黒人のための

音楽、つまりレース・ミュージックに終わっていたと考えら

れます。ペレス・プラードのマンボ、ザビア・クガートのルン

バ、モータウンのＲ＆Ｂもしかりですが、ポピュラーな広が

りとは、白人に受けるということなのです。

ルイは白人に人気を得てポピュラリティーを獲得し、それ

により全米を巡る興行が可能になりその上でジャズ大使と

して世界中に演奏旅行し、全世界にジャズを浸透させまし

た。

ところが私が高校生になった頃、ジョージ・ルイスの存在

を知ります。彼は一九〇〇年Ｎ・Ｏ生まれで紅燈街という

ジャズの温床が閉鎖された時、シカゴへ行っても食えると

考えたアームストロング達が移動した時にＮ・Ｏに残った

多くのミュージシャンの一人です。四〇年代に入り、ジャズ

が変化している中で発祥のＮ・Ｏジャズを発掘するという

運動かおこり、荷上げ人夫をしていたのを発見されました。

多くの人達が音楽では食えず、他の

仕事に就いていましたが、これらの人

達を集めレコーディングをしました。

純粋な高校生のジャズ・ファンはポピュラリティーの価値

を評価出来ず、ジャズは黒人の音楽であり、アームストロ

ングはシカゴ、ニューヨークに行って迫害されている黒人

の悲しみを忘れて白人に迎合した。一方ジョージ・ルイス

はＮ・Ｏに残って全く白人の影讐を受けずに

純粋なＮ・Ｏジャズを原形そのままを残してい

ると映ったのです。アームストロングが白人の

レコード会社の思惑で白人の象徴であるストリ

ングスをバックにレコーディングをする姿に、

売れるためにジャズの魂を売り渡した。あれは

ジャズとは呼べないと考えました。

大学を卒業すると、そのジョージ・ルイスの原

盤を択山持っているリバーサイド・レコードと契

約したビクターに入社しました、

営業、宣伝、制作、経営を経験する中で、ポピュラー音

楽にとって一番大切なことは、多くの人に受け入れられる

ことで、そのことで多くの人に喜んでもらい、楽しんでもらう

ことだと思うようになりました。このことに気付いて改めて前

に述べたアームストロングの偉大さに気付きました。

アームストロングは自分のバンドにジャズと名付けたこと

はありません。アームストロングは私が考えたような純粋な

ジャズを演奏しようとは考えず、如何に人々に受けるかを

考えていたのではないかと思う様になりました。

やがて世の中にジャズを芸術視する動き－芸術＝難解

からジャズが楽しくなくなり、一時の隆盛から翳りを見せて

います。

今ではルイ・アームストロング、ジョージ・ルイス共に楽し

んでいます。

慶応義塾大学『三田評論』２０１７年４月号 「丘の

上」コーナーの「私のルイ・アームストロング観」より転

載させていただきました。なお、ワンダフルワールド通

信９３号に掲載させていただいた、中村宏さんの「私

のジャズ遍歴」は、『三田評論』２０１７年１月号 「丘の

上」コーナーから転載させていただきました。
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銀座の春を彩る「ジャズひな祭り」

久しぶりに鈴木孝二さんも加わる
銀座の春を彩る「ジャズひな祭り」が３月５日（日）、東

京・西銀座７会場に３０数人のミュージシャンが集い、思い

思いのバンド編成で開催された。デキシーセインツは今年

も外山恵子Ｊａｚｚ‘ｎ Ｂａｂｉｅｓとして参加、恵子姫をリーダに

５人囃子（外山喜雄、広津誠、粉川忠憲、藤崎羊一、サバ

オ渡辺）を従えて熱演した。

出演会場は、例年おなじみのクラブ「シグナス」と新築な

ったばかりの東急プラザ７Ｆ、カフェ＆イベントスペース「Ｈ

ＡＮＤＳ

Ｅ Ｘ Ｐ Ｏ

ＣＡＦＥ」。

特 に こ

の２ステ

ー ジ 目

の 東 急

プ ラ ザ

に は 、

久しぶり

に鈴木孝二さんが特別出演し、恵子さんのバンジョーをフ

ィーチャーした「スワニー河」「バーガンディーストリート・ブ

ルース」で素晴らしい演奏を披露してくれた(写真上)。

「外山さんのところに戻ってくると、年下ですけど…お母

さんもいるし、まるでうちの帰ってきたような気持になりま

す」と挨拶されていた孝二さん、バックで演奏していた外山

さンと粉川さんは何やら目を潤ませていました。（小泉良夫）

サー・チャールスさん宅に牧子夫人を訪ねて

生前そのままのお部屋に思い出の品々が…
昨２０１６年６月１６日、９８歳で天国へ旅立たれた名ピア

ニスト、サー・チャールス・トンプソンさん。この度、東京都

下にお住いの奥様、牧子トンプソンさんをお尋ねしてきま

した。生前のまま置かれたグランドピアノの上には、優しい

表情のサー・チャールスさんのポートレートと記念の品々、

そして素敵なお花（写真）。最後の入院の前、もうこれが最

後かもしれないから君のために、と奥様に１時間ピアノを弾

いて捧げた…そんな音が聞こえてきそうなお部屋でした。

例会、クリスマス・パーティーに奥様とご一緒に１０回以上

ゲストで出席いただき、ＷＪＦとは深い温かい気持ちで繋が

って…１９９７年には素晴らしい共演ＣＤも録音させて頂く

機会を得ました。奥様によると、常々『ジャズは楽しむため

にあるんだよ。パーカーやガレスピー以後のジャズは難し

くなりすぎた』が口癖だったとか。

アメリカで暮らした１９９０年頃、道でばったりマイルス・デ

ービスに会った時の話をしてくれました。『ジャズ代名詞み

たいなマイルスがね、チャールスに会ったらもう、小さくな

ってしまって！チャールスは、やあ、オマエ元気か? なん

て威張

ってるん

ですよ！

マイルス

はすっ

かり謙遜

してし

まって、

“イヤァ

～、チ

ャール

ス、僕がやってることなんか、インチキですよ…”ナン

テ！すごいひとなんだなと、見直しました！』。サー・チャ

ールスさん、ありがとうございました。 （外山喜雄・恵子）

                      

              募集中     

♪ジャズを愛する皆様

どうか会員になって下さい！！

また皆様のお知り合いの方々に

ぜひ、ＷＪＦへのご入会をお勧め下さい

＝ＷＪＦ年会費＝

   一般会員(General Membership)     \6,000

  学生会員(Student Membership)  \3,000

    賛助会員(Friends of Louis Armstrong) \12,000

■会費のお振込み先■

郵便振替 00110-4-415986

ワンダフルワールド・Ｊ・Ｆ

  銀行振込 三菱東京 UFJ 銀行浦安駅前支店

普通：5175119“ワンダフルワールド”

お問い合わせは：ＷＪＦ事務局

TEL： 047-351-4464

Fax ： 047-355-1004

Email:saints@js9.so-net.ne.jp

日本ルイ・アームストロング協会ＨＰ

検索エンジン:Yahoo,Google で

＜検索＞ルイ・アームストロング

http://wjf4464.la.coocan.jp/


